
法面の傾斜 頂上付近で 最大約40°

頂上付近以外 25°～ 30°

乗用草刈機の大きさと被災場所の広さ

草刈機の大きさ、高さ約1.3ｍ、幅約1.9ｍ、

長さ約2.9ｍ（クローラ長約1.7ｍ）に対して、
方向転換したと推定される水平部分の幅1.8ｍ

方向転換時、運転台を法面下側に向けたこと
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用水路
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（横から見たイメージ図）

１ 災害発生状況

建設業で死亡労働災害発生

２ 乗用草刈機等の使用に係る安全対策

道内では乗用草刈機等を運転作業中の災害が

多く発生しています。

上記災害の発生状況を踏まえ、特に次の２点

の徹底をお願いします。

（１）作業場所に合わせた作業計画の作成

□ 作業場所の凹凸や障害物の有無

□ 使用する傾斜地の角度・法面の長さ

□ 方向転換の場所
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① 被災前（推定）

（横から見たイメージ図）

用水路

運転台

操作盤（上から見たイメージ図）

② 発見時

令和５年６月２日９時頃、当署管内の某河川堤防で、草刈作業中

の労働者が、法面下方の用水路で、運転していた乗用草刈機の下敷

きとなって発見されました。

法面途中の水平部分（小段）で方向転換した時に発生と推定。



３ 工期各工程での基本の安全対策の徹底

（２）作業計画に基づいた手順の教育

① 傾斜地での安全対策

□ 取扱説明書等で使用できる傾斜角を確認し、その角度

以下で使用すること

□ 法面では、下方から等高線沿いに直進し、順次上方側へ

と上る走行順路で運転操作すること

② 方向転換時の安全対策

□ 傾斜の緩い安全な場所まで移動してから低速走行で行

うこと

墜落防止対策

① 一側足場の使用範囲の明確化

幅が１メートル以上の箇所での足場の使用は

原則として本足場とすることが必要です。

（2023.6）

熱中症防止対策

熱中症予防対策の専門家による検討

委員会において、最新の知見をもとに

作成されたガイドをご活用ください。

②はしごを使う前に/脚立を使う前に

はしご、脚立からの墜落転落災害が

後を絶たちません。

使用時における安全チェックを徹底

しましょう。


